
十
月
十
五
日
�
か
ら
十
八
日
�

ま
で
の
四
日
間
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
（
障
害

者
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
世
界

会
議
が
、
豊
平
区
の
「
き
た
え
ー

る
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｉ
は
、
国
際
障
害
者
年
の

一
九
八
一
年
、
世
界
五
十
三
カ
国

の
障
害
者
の
代
表
に
よ
り
結
成
さ

れ
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）。

現
在
は
百
二
十
カ
国
以
上
の
団
体

が
加
盟
し
、
障
害
者
の
「
完
全
参

加
と
平
等
」
の
実
現
を
目
指
し
全

世
界
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
自
ら
が
運
営
主
体
と
な

る
世
界
会
議
は
、
四
年
に
一
度
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
初
め
て

と
な
る
札
幌
大
会
に
は
、
世
界
百

カ
国
以
上
か
ら
障
害
者
や
福
祉
関

係
者
な
ど
約
二
千
人
が
参
加
。「
す

べ
て
の
障
壁
を
取
り
除
き
、
違
い

と
権
利
を
祝
お
う
！
」
を
大
会
テ

ー
マ
に
、「
人
権
」「
自
立
生
活
」

な
ど
障
害
者
を
取
り
巻
く
問
題
に

つ
い
て
幅
広
く
話
し
合
い
ま
す
。

最
終
日
に
は
札
幌
宣
言
を
採
択
し
、

長
年
の
課
題
で
あ
る
国
連
で
の
障

害
者
の
権
利
条
約
制
定
に
結
び
付

け
て
い
く
考
え
で
す
。

一
方
、
大
会
運
営
を
支
え
る
大

き
な
力
と
な
る
の
が
、「
要
約
筆

記
」「
通
訳
」
な
ど
、
延
べ
三
千
三

百
人
に
も
及
ぶ
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
。
一
年
以
上
も
前
か

ら
、
本
番
を
想
定
し
た
介
助
・
実

技
講
座
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
平
地
区
の
方
々
が
会
場

で
日
本
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
市
内
各
地
で
有
志
の
方
々
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
札
幌
大
会
を
成
功
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
都
心
部
や
会
場

周
辺
、
公
共
施
設
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

来
訪
者
に
「
福
祉
の
ま
ち
札
幌
」

を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
皆

さ
ん
も
街
で
大
会
参
加
者
と
出
会

っ
た
時
に
は
、
国
籍
や
障
害
の
有

無
を
超
え
て
、
積
極
的
に
声
を
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

詳
細

Ｄ
Ｐ
Ｉ
世
界
会
議
札
幌
大

会
事
務
局
�（
６３２
）７
６
６
６

第
６
回
Ｄ
Ｐ
Ｉ
世
界
会
議

札
幌
大
会
開
催

市では、会場となる「きた
えーる」周辺のバリアフリ
ー化を進めてきました

●
世
界
各
国
か
ら
二
千
人
を
超
え
る
参
加
者
が
札
幌
に

第６回DPI世界会議札幌大会
期日 １０月１５日�～１８日�
会場 北海道立総合体育センター

「きたえーる」
（豊平区豊平５の１１）

４年前のDPI世界会議メキシコ大会の様子。今回の札幌大会では、国連での
障害者権利条約の制定を目指します
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